
　　　  　茨城県信用農業協同組合連合会の２０２４年度上半期（２０２４年４月１日から２０２４年９月３０日）
  　   における経営状況（単体）について，ご案内いたします。

１．損益の状況

２．単体自己資本比率の状況

３．主要勘定の状況（期末残高）

４．農協法および金融再生法に基づく開示債権の状況

５．有価証券等時価情報

１．事業を通じた地域貢献

２．農業・地域密着型金融への取組み
（ＪＡバンク自己改革）

３．くらし・地域・社会への貢献

IBARAKI Prefectural Credit Federations of Agricultural Cooperatives

ＪＡバンク茨城県信連

社会的責任と地域貢献活動
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２０２４年度　上半期経営状況



１．損益の状況

（注）２０２３年９月末および２０２４年９月末は，半期実績です。

　　　２０２４年３月末は，年間実績です。

２．単体自己資本比率の状況

（注）　「単体自己資本比率」は，「農業協同組合等がその経営の健全性を判断するための基準」（平成１８年３月２８日付金融庁・農林水産省

　　 告示第２号（最終改正：令和２年３月３１日付金融庁・農林水産省告示第２号））に基づき算出しています。

自 己 資 本 比 率 14.93% 14.61% 14.53%

自 己 資 本 の 額 93,806 92,183 93,325

リスク・アセット等 627,975 630,898 642,043

(単位：百万円)

２０２３年９月末 ２０２４年３月末 ２０２４年９月末

1,147

経 常 利 益 1,988 2,354 1,328

２０２３年９月末 ２０２４年３月末

当 期 剰 余 金 1,787 2,266

事 業 純 益 978 859

(単位：百万円)
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３．主要勘定の状況（期末残高）

４．農協法および金融再生法に基づく開示債権の状況

　

(単位：百万円)

209,980

1,477,037

２０２３年９月末

有 価 証 券

預 け 金

貸 出 金
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459,123
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２０２４年３月末
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２０２４年９月末

482,340
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-

5,504

-

3,730
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５．有価証券等時価情報

　□有価証券 　　  

　□金銭の信託

(単位：百万円)

(単位：百万円)

（注）　１．時価は，各基準日における市場価格等に基づいて算出しています。

         ２．その他金銭の信託の取得価額は，償却原価適用後，減損後の帳簿価額を記載しています。

-

36,018

-

△ 472

-

36,074

39,574 38,467

取得価額 時価時価 差額 取得価額

3,469

△ 1,089

差額

-

△ 5,070

２０２３年９月末
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△ 4,933
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-
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3,433 -

２０２４年３月末 ２０２４年９月末

（注）　１．時価は，各基準日における市場価格等に基づいて算出しています。

         ２．その他有価証券の取得価額は，償却原価適用後，減損後の帳簿価額を記載しています。
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--
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-
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１．事業を通じた地域貢献

　□地域からの資金調達等の状況

　□地域への資金供給の状況

２．農業・地域密着型金融への取組み（ＪＡバンク自己改革）

　□地域農業活性化への取組み

○農業担い手のニーズに応えるための態勢整備

○ＪＡ営農・経済事業の成長・効率化

○融資取引先等へのビジネスマッチング支援

○ＪＡ交付金等つなぎ資金の創設

○いばらきみどり認定利子補給制度の創設

　当会の２０２４年９月末の貸出金残高は１９１，８２８百万円となりました。
　ＪＡの組合員のみなさまには，農業関連資金をご活用いただくとともに，当会により商品設定・展開した県
内ＪＡ各種ローンをご利用いただいています。
　また，茨城県内に事務所を置く企業等のみなさまには，ご融資をはじめ，総合的な金融サービスをご提供
しています。
　このほか，(株)日本政策金融公庫等の受託貸付金として７，０６４百万円のお取引があり，今後も地域の
みなさまへの資金供給を積極的に行います。

 　当会は，ＪＡバンクならではの金融仲介機能を発揮するため県内ＪＡと一体となり，本県農業の発展と農家所得
の増大に向けて金融・非金融両面から取り組み，農業資金残高のシェア向上および担い手満足度向上を目指し
ます。そして，農業と地域・利用者をつなぐ金融サービスの提供と地域貢献に努めています。

　当会は，農業担い手の経営をサポートするため，農業担い手金融リーダーを県内ＪＡに設置し，農家組合
員宅や農業法人等への訪問活動を通じて，経営相談に対応しています。
　また，信用部門と営農・経済部門との連携促進に取り組み，農業者への訪問活動を通じた相談体制の強
化により，担い手の抱える経営課題の解決と，農業所得の向上にむけたソリューションを提案する「担い手
コンサルティング」に取り組んでいます。

　農業所得の増大と，ＪＡ営農・経済事業の成長・効率化による採算性確保の実現を図る取組みとして，県
域施策【「ＪＡグループ茨城　営農経済事業マスタープラン」の更なる実践にむけて】を策定し，４ＪＡに対し，
ＪＡ茨城県中央会・ＪＡ全農いばらきと協働した一体的なサポートを実践しています。

　農業生産法人や食農関連企業の販路開拓・取引先拡大を目的とした訪問活動など，ビジネスマッチング
機会の創出に向けた取組みを実践しています（上半期２件成約）。

　当会および県内ＪＡは，飼料用米生産拡大に向けて，水田活用交付金等支給までの資金繰り対応とし
て，ＪＡ交付金等つなぎ資金を創設しました。

　当会および県内ＪＡは，茨城県による「いばらきみどり認定」取得者の事業計画達成を後押しするため，
いばらきみどり認定利子補給制度を創設しました。この制度は，いばらきみどり認定の認定取得者が，県
内のＪＡより国の制度資金である農業近代化資金を一定の条件下で借入した際に， ＪＡバンクより支払利
息の一部を最長７年間にわたり最大１％補助するものです。

　ＪＡバンク茨城（当会および県内１７ＪＡの信用事業部門の総称）は，茨城県を事業区域として，最適なサービス
の提供を通じて農業振興等に貢献し，組合員・利用者の信頼に応えてまいります。
　当会の資金は，その大半が県内ＪＡにお預けいただいた組合員・利用者のみなさまの大切な財産である貯金を
源泉としており，その資金をもとに，農業基盤の拡充と発展を目的とした農業関連融資や地域経済を支える企業
の発展を支援するための融資活動等を行っています。

　当会の２０２４年９月末の貯金等残高は１，４７１，２２４百万円となっており，うち１，４１０，１３８百万円は
県内ＪＡよりお預かりしています。
　また，組合員をはじめとする地域のみなさまの計画的な資産作りをサポートするため，目的に応じた各種
貯金や国債，投資信託等の金融商品を取り扱っています。

社会的責任と地域貢献活動
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　□県内ＪＡの主な農業資金の取扱状況（２０２４年９月３０日現在）

当会および
県内ＪＡの
取扱残高

５,４３７

３,３６７

２,８４０

４,００９

３４７

　□取扱実績（２０２４年９月３０日現在） （単位：件，百万円）

　□各種助成実績 （単位：件，百万円）

件数 金額 件数 金額

利子助成 ７,９９１ ６９ ３,５２０ １３

８３０ １３ ４３５ ７

１２１ １４ ７７ ９

（注）２０２３年度は年間実績，２０２４年９月末は半期実績です。

　□ESG融資，資金融通への取組み

○取扱実績（２０２４年９月末） （単位：百万円）

　当会の事業基盤である農林水産業や地域社会の持続可能性を確保するにあたり，企業等における環
境・社会面での持続可能な経済活動に対し，資金調達を通じて支援するため，ESGローンに取り組んでい
ます。また，食と農の未来を考えるうえで関連性の高い環境問題や脱炭素化の取組みとして，ESG債およ
びESGファンドを取得しています。

資　金　名 件　数 金　額

ＪＡ交付金等つなぎ資金 １３３ ７０８

事　業

保証料助成

対　象

新認定農業者育成特別資金

新認定農業者育成特別資金

農業近代化資金

ア グ リ マ イ テ ィ ー 資 金 農業経営に関わる一切の資金　

農業経営に関わる一切の資金　

２０２３年度 ２０２４年９月末

施設・機械の取得，果樹の植栽・育成，家畜の購入・育成，長期運転資金等

営農に必要な資金（運転資金）

資　金　名

新認定農業者育成特別資金

農 業 近 代 化 資 金

農 業 経 営 拡 大 資 金

Ｊ Ａ 営 農 ロ ー ン

（単位：百万円）

資金の内容

認定農業者の農業経営に関わる一切の資金

ＥＳＧ債，ＥＳＧファンド

残　高

８,８５１

１８,１０８

分　類

ＥＳＧローン
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３．くらし・地域・社会への貢献

○事業継承・相続相談サービス

○非対面チャネルの活用促進・「ＪＡスマホ教室」の開催

○「ＪＡバンク茨城年金友の会会員証」の発行

○ ＪＡバンク茨城SDGｓ定期貯金「子ども食堂応援定期貯金」の取扱い

○ＪＡバンク食農教育応援事業への取組み

　ＪＡバンクでは，食農教育を中心とする教育実践活動を通じ，子ども
たちの農業に対する理解の深耕を図り，農業ファンの拡大と地域の
発展に貢献することを目的に，食農教育・環境教育・金融経済教育
を基本テーマとする教材本を作成しています。
　この教材本は，県内４７４校の小学５年生を対象に，県内各ＪＡを通
じて４月から５月にかけて３４，７５０冊を無償配布し，社会科・理科・
総合学習のなかで広く活用されています。

　当会は，文化・教育・環境活動を通じた，豊かで持続可能な地域社会の実現に向けた取組みを行っています。

　ＪＡをご利用いただいているお客様の利便性・安全性向上のため，デジタルサービス（個人ネットバンク・
法人ネットバンク・ＪＡバンクアプリ・ＪＡバンクアプリ プラス・ＪＡデータ伝送サービス）の利用促進・利用拡大
に取り組んでいます。
　また，スマートフォン初心者のお客様に対して，基礎的な使い方や便利なサービス等を体験していただく
「ＪＡスマホ教室」を県内ＪＡにおいて開催しています。

　県内ＪＡの年金友の会会員（約１０万３千人）を対象に，「ＪＡ年金友
の会会員証」を発行しています。この会員証は，県内の各ＪＡに年金
を振込指定された会員の方に発行しており，会員証をご提示いただ
くと，県内の協力店舗で割引等の各種サービスが受けられる仕組み
となっています。
　現在，特典協力店舗は１６８店舗（２０２４年１０月末）あり，更なる会
員へのサービス向上に向けて協力店舗を拡充しています。

　SDGｓの１７目標にある「貧困」「飢餓」「健康と福祉」の解決や，農業・地域の未来を担う子どもたちの成
長に役立てていただきたく，定期貯金の受入額に応じて，県内の子ども食堂へ寄付しています。　【取扱期
間：２０２４年８月～２０２５年１月末まで】
　なお，２０２３年度分の寄付金については，２００万円を「認定NPO法人 茨城NPOセンター・コモンズ」に寄
付し，当法人を通じて県内の子ども食堂１２団体に助成しました。６月には助成先の子ども食堂１２団体を
交えて交流会を開催し，各団体の活動報告や意見交換を行いました。

＜交流会の様子＞

　ＪＡにおける組合員・利用者の相続相談ニーズに対応するため，相続に精通し
ている士業（税理士・弁護士等）を紹介する制度を取扱いしています。
　当制度では，主に相続税（シミュレーション，対策，申告），遺言書，生前贈与，
相続トラブル等にかかる相談に対応しています。
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○情報発信「ＪＡバンク茨城公式Instagram」

○ボランティア活動への取組み

   子ども応援プロジェクトへの取組み 　　フードバンク茨城での作業ボランティア

　ＪＡバンク茨城公式Instagramにより，各種県域キャンペーンのご案内やＪＡバンク茨城で開催したイベント
等について定期的に投稿しています。
　２０２４年度上期は，SDGｓの取組みである「子ども食堂応援定期貯金」や，ＪＡカード期間限定キャンペー
ンのＰＲとして，県内ＪＡ直売所紹介動画を発信しました。
　その他，ＪＡグループ一体的な取組みである国消国産・地産地消の取組みや，魅力ある農業の実現に向
けて，今後も本ツールを通じた周知活動に力を入れていきます。

　当会では，地域に支えられて事業展開ができることを再確認し，地域社会に還元・貢献していくことを目
的として「ＪＡバンク茨城県信連ボランティアサークル」を運営しています。
　当サークルは，全役職員参加型事業として２０１８年度より活動しており，以下の実参加型のボランティア
活動を通じてより地域社会へ貢献できるように取り組んでいます。
　なお，当会は地球環境に配慮した取組みを積極的に行う事業所として，茨城県に登録する「茨城県エコ
事業所登録制度」に申請し，２００８年１１月１０日に「ＡＡＡ」の登録認定を受けています。

　フードバンク茨城が主催する本プロジェク
トの趣旨に賛同し，食に困るお子様のいる
世帯や物価高騰により食事に困窮する学生
を支援するため，当会役職員の家庭にある
消費しきれない食材等を「きずなＢＯＸ（食品
収集箱）」に持ち寄り，７月中旬にフードバン
ク茨城へ提供しました。

　フードバンク茨城水戸支部で行われている食
品仕分け作業について，６月から毎月第２水曜
日にボランティアとして参加しています。
　きずなＢＯＸ等から回収した食品の賞味期限の
確認・記入，種類別仕分け，依頼団体へ提供す
る食品の箱詰めなどをフードバンクスタッフ指示
のもと行っています。
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２０２４年度 上半期経営状況 

２０２４年１２月掲載 

茨城県信用農業協同組合連合会 企画管理部 
〒３１０－００２２ 茨城県水戸市梅香１－１－４ 

ＴＥＬ０２９－２３２－２０１７ 


